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２．自然的状況 

2.1 気象 

（1）気温、降雨量等 

実施区域の位置する平塚市の気象の状況は表 3.2.34 に、平成 24 年度の平均気温及び降

水量の推移は図 3.2.19 に示すとおりである。また、平塚市における気象観測点位置は、

図 3.2.12 に示したとおりである。 

平成 20 年度から平成 24 年度の５年間では、年間平均気温は 14.9℃～16.0℃、年間平均

湿度は 65.4％～71.4％、年間降水量は 1,604mm～2,032mm で推移している。 

平成 24 年度の月別平均気温及び降水量の最高値は、それぞれ８月に 26.3℃、９月に

312.5mm であった。一方で最低値は、それぞれ１月に 3.4℃、８月に 40.5mm であった。 

 

表 3.2.34 気象の状況（平塚市神田小学校） 

項目 
 

年度 

気 温（℃） 湿 度（％） 降水、降水量 

平均 最高 最低 平均 最小 
降水量
（mm） 

降水日数
（日） 

平成 20 年 16.0 35.3 -3.9 71.2 12.2 2,032 119 

平成 21 年 15.9 33.7 -3.4 71.4 13.3 1,642 118 

平成 22 年 15.9 37.3 -5.0 69.5 9.4 1,712 115 

平成 23 年 15.7 38.5 -5.2 66.6 12.8 1,604 115 

平成 24 年 14.9 33.5 -4.6 65.4 9.8 1,700 112 

資料）平塚市環境部環境保全課ホームページ「大気常時監視測定データ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.2.19 月平均気温及び降水量の推移（平塚市神田小学校・平成 24 年度） 
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（2）風向・風速 

実施区域の位置する平塚市では、一般環境大気測定局である平塚市神田小学校において

風向・風速の観測を行っている。平塚市神田小学校の風向別出現頻度及び平均風速は表

3.2.35 に、年間風配図は図 3.2.20 に示すとおりである。また、神田小学校の位置は図 3.2.12

に示したとおりである。 

年間の卓越方向は北北東で 21.7％、年間の平均風速は 2.8ｍ/s であった。 

 

表 3.2.35 風向別出現頻度及び平均風速 

（平塚市神田小学校・平成 24 年度） 

項 目
 

方 位 

風向出現頻度
（％） 

平均風速 
（ｍ/s） 

北 5.5 － 

北北東 21.7 － 

北東 16.3 － 

東北東 4.3 － 

東 3.1 － 

東南東 1.5 － 

南東 1.0 － 

南南東 2.9 － 

南 7.4 － 

南南西 11.6 － 

南西 7.9 － 

西南西 4.7 － 

西 1.8 － 

西北西 1.6 － 

北西 1.6 － 

北北西 2.8 － 

年 間 － 2.8 

資料）平塚市環境部環境保全課ホームページ「大気常時監視測定データ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）静穏：風速 0.4m/s 以下 

図 3.2.20 年間風配図（平塚市神田小学校・平成 24 年度） 
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2.2 水象 

（1）地下水及び湧水の分布状況 

調査対象地域の地下水位（浅層）の状況は図 3.2.21(1)に、地下水位（深層）の状況は図

3.2.21(2)に、地下水位の経年変化は表 3.2.36 に示すとおりである。 

実施区域の周辺地域における地下水位の標高は、浅層で約 10ｍ、深層で約０ｍとなっ

ている。また、調査対象地域内における湧水は実施区域周辺地域の西側へ約 3.5km の位置

で３ヶ所みられる。 

地下水位の調査は、実施区域周辺地域の南側約６km に位置する松原観測井において行

われており、平成 19～23 年度の地下水位は、-1.29～-4.28ｍ内で変動している。 

 

表 3.2.36 地下水位の経年変化（平成 19～23 年度） 

地域名 
観測井
名称 

観測井
所在地

所轄 
機関 

地下水
の種類

年度 
地下水位 
（T.P.ｍ） 

平塚地区 

松原 
 
標高 

4.74 
T.P.m 

平塚市 
天沼 

平塚市 
被圧 
地下水 

H19 -4.28 

H20 -4.19 

H21 -3.36 

H22 -3.06 

H23 -1.29 

資料）環境省ホームページ（全国地盤環境情報ディレクトリ） 

「主要地域の地盤沈下等の状況（神奈川県【県央湘南】）（平成 23 年度版）」 

 

（2）河川及び水路の分布状況 

「別添３－２ 1.6 水利用」、「別添５－２ 2.水質汚濁」に示すとおりである。 

 

（3）河川の流量 

調査対象地域における河川流量の調査地点の位置は図 3.2.7 に、観測結果は表 3.2.37 に

示すとおりであり、相模川、玉川、永池川及び目久尻川でそれぞれ１地点ずつ流量調査を

実施している。 

 

表 3.2.37 河川流量観測結果（平成 23 年度） 

項 目 
 

河川名  地点名 

流 量（ｍ3/s） 
測定回数 

平均値 最小値 最大値 

相模川 寒川取水堰（上） 50.38 20.79 157.49 24 回/年 

玉川 相川水位観測所 1.29 0.42 2.22 48 回/年 

永池川 新竹沢橋 1.37 0.09 4.68 12 回/年 

目久尻川 河原橋 2.17 0.94 3.97 12 回/年 

資料）神奈川県環境科学センター「平成 23 年度神奈川県公共用水域及び地下水の水質測定結果」（平
成 24 年 10 月） 
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図3.2.21(1)
地下水位（浅層）等の状況

資料）神奈川県温泉地学研究所「神奈川県地下水位・水頭分布図」（平成6年）

凡　例

：実施区域

：地下水位等高線（標高〔ｍ〕）

：崖　線

：行政界

：湧　水
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図3.2.21(2)
地下水位（深層）等の状況

凡　例

：実施区域

：地下水位等高線（標高〔ｍ〕）

：崖　線

：行政界

：地下水の揚水地点を示す

資料）神奈川県温泉地学研究所「神奈川県地下水位・水頭分布図」（平成6年）
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2.3 地象 

（1）地形 

調査対象地域は、相模平野の南部に位置し、相模平野は相模原台地と大磯丘陵、愛甲台

地の間に広がる低地で、相模沖積低地と呼ばれ、相模川を中心に河川の堆積作用によりで

きた平野である。 

相模平野を流れる相模川の流域には広い扇状地面とこれをきる数段の段丘が分布して

いる。相模平野では、高位のものより、座間Ⅰ面・座間Ⅱ面・下末吉面・善行面・相模原

面群・中津原面・田名原面群・陽原面群・完新世段丘面群の９段の河成・海成段丘がみと

められる。 

実施区域は、相模川河口から約７～８km 遡った河川沿いにあり、実施区域周辺地域の

東側には、相模川沿いに大規模な自然堤防が発達しており、この自然堤防は約 300～500

ｍの幅を持ち、ゆるやかなＳ字を呈している。この自然堤防の西側は相模川の氾濫原とな

り、水田地帯となっている。 

調査対象地域の地形の状況は、図 3.2.22 に示すとおりであり、実施区域の多くは相模

川により形成された氾濫平野に位置している。 

 

（2）地質 

調査対象地域は、相模平野の南部に位置し、相模平野は相模川を中心に河川の堆積作用

によりできた相模沖積低地と呼ばれている。相模沖積低地の沖積層の厚さは、相模川河口

付近で約 90ｍ、東名高速道路付近で約 55ｍであり、上流にいくに従って薄くなる。この

沖積層は下位から、基底礫層、下部砂礫・泥層、中部砂礫層、上部泥・砂層、頂部泥・砂

礫層に区分される。 

実施区域付近の沖積層の厚さは、約 40～60ｍであり、上部から頂部泥層、上部砂・泥

互層、下部泥層、下部砂礫層が分布している。 

また、調査対象地域が位置する相模平野には中部更新統の相模層群が広く堆積したが、

地表における相模層群の分布はおもに横浜市南部の丘陵と大磯丘陵にかぎられ、平野の大

部分の地域では地下に埋没しており、わずかに座間丘陵（座間Ⅰ・Ⅱ面）と高座丘陵（下

末吉面）に露出しているだけである。これらの丘陵の周囲には、風成火山灰層におおわれ

る上部更新統の段丘構成層が分布している。 

調査対象地域の表層地質の状況は、図 3.2.23 に示すとおりであり、実施区域は、未固

結堆積物である泥が堆積し、実施区域周辺地域の東側の相模川流域は、河川の堆積作用に

より礫が堆積している。 
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図3.2.22　地形分類

資料）神奈川県「土地分類基本地形分類図　藤沢・平塚」（1986年）

凡　例

：実施区域

一般山地

：山腹緩斜面

：山麓緩斜面

：一般斜面

：急斜面

低地の微高地

：自然堤防

：砂丘

：砂堆・砂州

段丘地形

：多摩段丘面群

：下末吉段丘面群

：武蔵野段丘面群

：立川段丘面群

低地の一般面

：谷底平野

：氾濫平野

：旧河道

：河原

人工地形

：平坦化地

：盛土地
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図3.2.23　表層地質

凡　例

：実施区域

未固結堆積物

：埋め立て土

：礫、砂、泥

：泥を主とし砂を含む

：砂丘砂

：砂、礫を主とし泥を含む

：火山灰層(ｽｺﾘｱを含む）
立川ローム層

：火山灰層(軽石･ｽｺﾘｱを挟む）
下末吉ローム層

：火山灰層(軽石･ｽｺﾘｱを挟む）
武蔵野ローム層

：礫、砂

：砂を主とし礫、泥を挟む

半固結堆積物

：火山灰層(軽石･ｽｺﾘｱを挟む）
多摩ローム層

固結堆積物ならびに火成岩

：凝灰岩を主とし砂岩、泥岩、
　礫岩を挟む

：ローム層の基底の等高度曲線

：沖積層の基底の等高度曲線

資料）神奈川県「土地分類基本表層地質図　藤沢・平塚」（1986）
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2.4 生物 

（1）植物 

調査対象地域が位置する相模平野は古くから土地開発がなされ、自然植生はほとんど残

存していない。低湿地は水田、その他は畑として広く利用されてきた平野には、かつては

水田の周辺に池沼、溜池、泥湿地が点在したが、最近の土地開発は著しく、市街地の拡張、

住宅団地、公共施設、工業団地、道路などの建設により、沼池、湿地は埋め立てられ、水

田は縮小と乾田化が進み、水辺植物、湿地植物は激減している。相模川では河辺植物が激

減している代わりに、セイタカアワダチソウ、オオブタクサ、アレチウリなどの帰化植物

の繁茂が著しい。 

調査対象地域の現存植生の状況は、図 3.2.24 に示すとおりであり、「第 6･7 回自然環境

保全基礎調査 1/25,000 植生図 【厚木、伊勢原、座間、藤沢】」（平成 12-13 年作成、

環境省自然局生物多様性センター）によると、調査対象地域は市街地、緑の多い住宅地、

工場地帯など生活活動の場が広く分布し、次いで水田雑草群落、畑地雑草群落などの耕作

地が多く見られる。実施区域は大半が水田雑草群落となっており、一部が畑地雑草群落及

び市街地となっている。 

また、「平成 12 年版 ひらつかの環境」（平成 12 年 9 月、平塚市環境部環境政策課）に

よると、平塚市で生育していると予測されているレッドデータの植物種数及びその該当種

は表 3.2.38 に示すとおりである。 

 

表 3.2.38 平塚市におけるレッドデータ予測植物数 

分 類 
絶滅危惧種 減少種 

種数 該当種 種数 該当種 

植 物 0 － 7 

ヒメタテ、ヒロハノカワラサイ
コ、オオアカウキクサ、ミズオ
オバコ、アマナ、エビネ、クマ
ガイソウ 

注）1.「絶滅危惧種」：県内での分布域が過去よりも狭まり、このままでは県内での生息が危ぶまれる種 

2.「減少種」：県内での分布域が過去よりも狭まってはいるが、当面は県内での生息・生育が続くと
判断される種 

3.本リストは「神奈川県レッドデータ生物調査報告書（平成 7 年 3 月）」より作成されたものである。 

資料）平塚市環境部環境政策課「平成 12 年版 ひらつかの環境」（平成 12 年 9 月） 
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図 3.2.24（1）　現存植生

注）図中の記号の植生凡例は、図3.2.24（2）に示すとおりである。

：市町境

：実施区域

凡　例

資料 ： 環境省自然局生物多様性センター
　　　　「第 6･7 回自然環境保全基礎調査　1/25,000 植生図
     　【厚木、 伊勢原、 座間、 藤沢】」
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図 3.2.24（2）　現存植生
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注）使用図面ごとに植生凡例記号･番号が異なるので、使用図面別に植生凡例を表記してある。

植　生　凡　例

資料 ： 環境省自然局生物多様性センター
　　　　「第 6･7 回自然環境保全基礎調査　1/25,000 植生図
     　【厚木、 伊勢原、 座間、 藤沢】」
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（2）動物 

調査対象地域において、「文化財保護法」（昭和 25 年、法律 214 号）等に基づき天然記

念物として指定されている動物及びその生息地等は確認されていない。 

調査対象地域は、環境庁の「第６回自然環境保全基礎調査 哺乳類分布調査報告書」（平

成 16 年 3 月、環境省）によると、実施区域が位置するメッシュでは、ニホンザル、タヌ

キの分布が確認されている。 

両生、爬虫類は、「平塚の生きもの地図」（平成 16 年 7 月、平塚市博物館）によると、

減少種であるトウキョウダルマガエルが平地の水田で確認され、実施区域内においても

9 ヶ所で生息が確認されているが、その後、平塚市博物館の調査（平成 19 年～平成 20 年）

においては、トウキョウダルマガエルは生息が確認されていない。 

鳥類については、実施区域が水辺（夏季の水田、水のある休耕田等）、草原・畑（畑、

冬季の乾田等）が中心となっていることから、絶滅危惧種では４種（ヨシゴイ、ヒクイナ、

シロチドリ、タマシギ）、減少種では８種（コチドリ、イカルチドリ、イソシギ、オオヨ

シキリ、セッカ、タゲリ、ヤマシギ、オオジュリン）が確認される可能性がある。 

昆虫類は、「平塚の生きもの地図」（平成 16 年 7 月、平塚市博物館）によると、減少種

であるマツムシ及びクツワムシはほとんどが丘陵地で確認され、実施区域及び周辺地域で

は確認されていない。 

また、「平成 12 年版 ひらつかの環境」（平成 12 年 9 月、平塚市環境部環境政策課）に

よると、平塚市内で生息していると予測されているレッドデータの動物種数及びその該当

種は表 3.2.39 に示すとおりである。 
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表 3.2.39 平塚市におけるレッドデータ予測動物数 

分 類 
絶滅危惧種 減少種 

種数 該当種 種数 該当種 

魚 類 7 

カマキリ（アユカケ）、キンガメ
アジ、カワアナゴ、ボウズハゼ、
ニゴイ、ホトケドジョウ、メダ
カ 

8 
アシシマハゼ、ウナギ、カマツ
カ、ウグイ、シマドジョウ、ナ
マズ、ミミズハゼ、ヌマチチブ

両生類 
爬虫類 

1 
【両生類】 

イモリ 
10 

【両生類】 

アズマヒキガエル、トウキョウ
ダルマガエル、シューレゲルア
オガエル、ニホンアカガエル 

【爬虫類】 

トカゲ、アオダイショウ、シマ
ヘビ、ヒバカリ、ヤマカガシ、
マムシ 

鳥 類  6※ 
ヨシゴイ、ミゾゴイ、ヒクイナ、
シロチドリ、タマシギ、コオバ
シギなどシギ類 

13 

サシバ、コチドリ、イカルチド
リ、イソシギ、サンショウクイ、
アオバズク、フクロウ、オオヨ
シキリ、セッカ、サンコウチョ
ウ、タゲリ、ヤマシギ、オオジュ
リン 

哺乳類 0 － 1 カヤネズミ 

昆虫類 
（甲虫類を除く） 

0 － 17 

ミヤマセセリ、ギンイチモンジ
セセリ、メスグロヒョウモン、
オオムラサキ、ハグロトンボ、
カワトンボ、コフキトンボ、ク
ツワムシ、オナガササキリ、キ
リギリス、クロツヤコオロギ、
マツムシ、カヤコオロギ、スズ
ムシ、キンヒバリ、ケラ、ショ
ウリョウバッタモドキ 

注）1.「絶滅危惧種」：県内での分布域が過去よりも狭まり、このままでは県内での生息が危ぶまれる種 

2.「減少種」：県内での分布域が過去よりも狭まってはいるが、当面は県内での生息・生育が続くと
判断される種 

3.※シギ類をまとめて示した数であり、実際の種類数はこれより多くなる。 

4.本リストは「神奈川県レッドデータ生物調査報告書（平成 7 年 3 月）」より作成されたものである。 

資料）平塚市環境部環境政策課「平成 12 年版 ひらつかの環境」（平成 12 年 9 月） 

 




